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(57)【要約】
　ハイブリッドコンタクトレンズは、剛体でガス浸透性
（ＲＧＰ）の中心部と、ＲＧＰ中心部から外向きに拡が
る柔らかい柔軟部とを有する。柔らかい柔軟部は、ハイ
ブリッドコンタクトレンズを着用している間にＲＧＰ中
心部が使用者の角膜に接しないように、使用者の角膜に
接するハイブリッドコンタクトレンズの後面とベースカ
ーブとを定める。ハイブリッドコンタクトレンズは、１
つの屈折力を持つ一元的なレンズシステム、または、２
つの異なる屈折力を持つ二元的なレンズシステムであり
得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ本体を備えるハイブリッドコンタクトレンズであって、前記レンズ本体は、
　　前記レンズ本体の中心に概して配置され、ベースカーブによって定められる後面を有
する剛体ガス浸透性（ＲＧＰ）部と、
　　前記ＲＧＰ部から外向きに拡がり、前記レンズ本体の外側縁を定める柔軟部と、
を有し、
　前記柔軟部は、前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって拡がっており、ハイブリッドコンタ
クトレンズを着用したときに前記ＲＧＰ部が使用者の目に接しないように、前記ハイブリ
ッドコンタクトレンズを着用したときに前記使用者の目に接するように構成される前記レ
ンズ本体の後面とベースカーブとを定めることを特徴とするハイブリッドコンタクトレン
ズ。
【請求項２】
　前記ＲＧＰ部の厚さと、前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって配置される前記柔軟部の区
域の厚さとの比が、少なくとも約２対１である、請求項１に記載のハイブリッドコンタク
トレンズ。
【請求項３】
　前記比が約３対１である、請求項２に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項４】
　前記比が約５対１である、請求項２に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項５】
　前記比が約６対１である、請求項２に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項６】
　前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって配置される柔軟部の前記区域の前記厚さが、約５０
ミクロンである、請求項２に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項７】
　前記ＲＧＰ部と前記柔軟部との間に封入されるように、前記ＲＧＰ部の前記後面と、前
記ＲＧＰ部の前記後面にわたって拡がる前記柔軟部の区域との間に介在される光学的、非
光学的、または医学的なデバイスをさらに備える、請求項１に記載のハイブリッドコンタ
クトレンズ。
【請求項８】
　前記ＲＧＰ部の前記ベースカーブと前記レンズ本体の前記ベースカーブとが、実質的に
同じである、請求項１に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項９】
　前記ＲＧＰ部が、３０バーラーを超えるガス透過Ｄｋ値を有する、請求項１に記載のハ
イブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１０】
　前記柔軟部が、３０バーラーを超えるガス透過Ｄｋ値を有する、請求項１に記載のハイ
ブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１１】
　前記ＲＧＰ部の前記後面に隣接する前記柔軟部の厚さが、約５０ミクロンから約１００
ミクロンまでの間である、請求項１に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１２】
　前記ＲＧＰ部が、前記柔軟部との周囲接合を定める周辺接合面を定める、請求項１に記
載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１３】
　レンズ本体を備えるハイブリッドコンタクトレンズであって、前記レンズ本体は、
　　前記レンズ本体の中心に概して配置され、ベースカーブによって定められる後面を有
する剛体ガス浸透性（ＲＧＰ）部と、
　　前記ＲＧＰ部から外向きに拡がり、前記レンズ本体の外側縁を定める柔軟部であって
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、前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって拡がる区域を有し、ハイブリッドコンタクトレンズ
を着用したときに前記ＲＧＰ部が使用者の目に接しないように、前記ハイブリッドコンタ
クトレンズを着用したときに前記使用者の目に接するように構成される前記レンズ本体の
後面とベースカーブとを定める柔軟部と、
を有し、
　前記ＲＧＰ部の厚さと、前記柔軟部の区域の厚さとの比が、少なくとも約２対１である
ことを特徴とするハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１４】
　前記ＲＧＰ部と前記柔軟部との間に封入されるように、前記ＲＧＰ部の前記後面と、前
記ＲＧＰ部の前記後面にわたって拡がる前記柔軟部の区域との間に介在される光学的、非
光学的、または医学的なデバイスをさらに備える、請求項１３に記載のハイブリッドコン
タクトレンズ。
【請求項１５】
　前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって配置される柔軟部の前記区域の前記厚さが、約５０
ミクロンである、請求項１３に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１６】
　レンズ本体を備えるハイブリッドコンタクトレンズであって、前記レンズ本体は、
　　前記レンズ本体の中心に概して配置され、ベースカーブによって定められる後面を有
する剛体ガス浸透性（ＲＧＰ）部と、
　　前記ＲＧＰ部から外向きに拡がり、前記レンズ本体の外側縁を定める柔軟部であって
、前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって拡がる区域を有し、ハイブリッドコンタクトレンズ
を着用したときに前記ＲＧＰ部が使用者の目に接しないように、前記ハイブリッドコンタ
クトレンズを着用したときに前記使用者の目に接するように構成される前記レンズ本体の
後面とベースカーブとを定める柔軟部と、
　　前記ＲＧＰ部と前記柔軟部との間に封入されるように、前記ＲＧＰ部の前記後面と、
前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって拡がる前記柔軟部の前記区域との間に介在される光学
的、非光学的、または医学的なデバイスと、
を有することを特徴とするハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１７】
　前記ＲＧＰ部の厚さと、前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって配置される前記柔軟部の前
記区域の厚さとの比が、少なくとも約２対１である、請求項１６に記載のハイブリッドコ
ンタクトレンズ。
【請求項１８】
　前記比が約３対１である、請求項１７に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項１９】
　前記比が約５対１である、請求項１７に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項２０】
　前記比が約６対１である、請求項１７に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項２１】
　前記ＲＧＰ部の前記後面にわたって配置される柔軟部の前記区域の前記厚さが、約５０
ミクロンである、請求項１７に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【請求項２２】
　前記光学的、非光学的、または医学的なデバイスが、フィルタ、センサ、および着色区
域から成る群から選択される、請求項１７に記載のハイブリッドコンタクトレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権出願への参照による組み込み
　海外または国内の優先権の主張が、本出願と共に提出されている出願データシートで特
定されているあらゆる出願およびすべての出願は、本明細書により、３７　ＣＦＲ　１．
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５７の下で参照により組み込まれている。本出願は、２０１４年１月３１日に出願した米
国仮特許出願第６１／９３４６７１号への優先権を主張し、この特許出願は、その全体に
おいて、本明細書において参照により組み込まれており、本明細書の一部と考慮されるべ
きである。
【０００２】
　本発明は、コンタクトレンズに関し、より詳細には、ハイブリッドハード／ソフトコン
タクトレンズに関する。
【背景技術】
【０００３】
　視力矯正は、大変革が起きようとしている。目の光学における収差または歪を測定する
ための新規の技術が、間もなく公に利用可能になろうとしている。シャックハルトマン波
面感知またはタルボ型干渉計など、これらの新規の波面測定技術は、視力が２０／１０ま
で矯正できるように、目の収差を正確に測定できる。波面感知は、矯正のための専用の処
方を作成するために、個人の目における収差を素早く非常に正確に測定するための方法で
ある。
【０００４】
　しかしながら、目の収差が、従来の方法によって、または、波面感知によってのいずれ
かで一度測定されると、これらの測定は、次に、眼科手術、眼鏡、またはコンタクトレン
ズなどの視力矯正システムへと移されなければならない。ＬＡＳＩＫや光学的角膜切除術
などのレーザー屈折矯正手術技法における最近の進歩、および、眼鏡レンズの製造におけ
る向上は、現在、個人とって非常に正確な矯正の処方の作成を可能にしている。
【０００５】
　しかしながら、これは、コンタクトレンズの場合には異なる。人気のあるソフトコンタ
クトレンズは、製作における寸法誤差のため、眼鏡または光学的角膜切除術と同じ結果を
得ることはできない。眼鏡の結果を得るためにプラットフォームを提供できるハードコン
タクトレンズは、ソフトコンタクトほどの快適性はなく、目における必要な位置的安定性
を欠いている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第７０９７３０１号
【特許文献２】米国特許第７１６３２９２号
【特許文献３】米国特許第７１０４６４８号
【特許文献４】米国特許第７３２２６９４号
【特許文献５】米国特許第７，０１８，０３９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そのため、矯正の処方のためのプラットフォームを提供でき、ソフトコンタクトレンズ
の快適性も提供できるハイブリッドハード／ソフトコンタクトレンズに対する要求が、存
在する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様によれば、ハイブリッドコンタクトレンズが提供される。ハイブリッド
コンタクトレンズは、剛体でガス浸透性の中心部と、ＲＧＰ中心部から外向きに拡がるガ
ス浸透性の柔軟部とを備える。ガス浸透性柔軟部は、使用中、ガス浸透性柔軟部が使用者
の角膜に接し、ＲＧＰ中心部が使用者の角膜に接しないように、ハイブリッドコンタクト
レンズの後面全体とベースカーブとを定める。
【０００９】
　本発明の別の態様によれば、ハイブリッドコンタクトレンズは、任意で、１つの屈折力
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を持つ一元的なレンズシステム、または、２つの異なる屈折力を持つ二元的なレンズシス
テムであり得る。
【００１０】
　本発明の別の態様によれば、ハイブリッドコンタクトレンズが提供される。レンズは、
レンズ本体の中心に概して配置され、ベースカーブによって定められる後面を有する剛体
ガス浸透性（ＲＧＰ：Rigid Gas Permeable）部を有するレンズ本体を備える。レンズ本
体は、ＲＧＰ部から外向きに拡がると共にレンズ本体の外側縁を定める柔軟部も有し、柔
軟部は、ＲＧＰ部の後面にわたって拡がっており、ハイブリッドコンタクトレンズを着用
したときにＲＧＰ部が使用者の目に接しないように、着用したときに使用者の目に接する
ように構成されるレンズ本体の後面とベースカーブとを定める。
【００１１】
　本発明の別の態様によれば、ハイブリッドコンタクトレンズが提供される。レンズは、
レンズ本体の中心に概して配置され、ベースカーブによって定められる後面を有する剛体
ガス浸透性（ＲＧＰ）部を有するレンズ本体を備える。レンズ本体は、ＲＧＰ部から外向
きに拡がると共にレンズ本体の外側縁を定める柔軟部も有し、柔軟部は、ＲＧＰ部の後面
にわたって拡がる区域を有し、柔軟部は、ハイブリッドコンタクトレンズを着用したとき
にＲＧＰ部が使用者の目に接しないように、着用したときに使用者の目に接するように構
成されるレンズ本体の後面とベースカーブとを定める。ハイブリッドコンタクトレンズの
ＲＧＰ部の厚さと、ＲＧＰ部の後面にわたって配置される柔軟部の区域の厚さとの比が、
少なくとも約２対１である。
【００１２】
　本発明の別の態様によれば、ハイブリッドコンタクトレンズが提供される。レンズは、
レンズ本体の中心に概して配置され、ベースカーブによって定められる後面を有する剛体
ガス浸透性（ＲＧＰ）部を有するレンズ本体を備える。レンズ本体は、ＲＧＰ部から外向
きに拡がると共にレンズ本体の外側縁を定める柔軟部も有し、柔軟部は、ＲＧＰ部の後面
にわたって拡がる区域を有し、柔軟部は、ハイブリッドコンタクトレンズを着用したとき
にＲＧＰ部が使用者の目に接しないように、着用したときに使用者の目に接するように構
成されるレンズ本体の後面とベースカーブとを定める。光学的、非光学的、または医学的
なデバイスが、ＲＧＰ部と柔軟部との間に封入されるように、ＲＧＰ部の後面と、ＲＧＰ
部の後面にわたって拡がる柔軟部の前記区域との間に介在される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ハイブリッドコンタクトレンズの一実施形態の概略的な断面図である。
【図１Ａ】ハイブリッドコンタクトレンズの別の実施形態の概略的な断面図である。
【図２】図１のハイブリッドコンタクトレンズの製造工程における一ステップを示す図で
ある。
【図３】図１のハイブリッドコンタクトレンズの製造工程における別のステップを示す図
である。
【図４】図１のハイブリッドコンタクトレンズの製造工程における別のステップを示す図
である。
【図５】図１のハイブリッドコンタクトレンズの製造工程における別のステップを示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、ハイブリッドコンタクトレンズ１００の一実施形態の概略的な断面図を示して
いる。図１は断面を示しているだけであるが、当業者は、前記断面図が、その軸の周りに
３６０度回転されるとき、レンズ１００全体を定めると認識するものである。レンズ１０
０は、剛体ガス浸透性（ＲＧＰ）部１０と柔軟部３０とを有し得る。図示した実施形態で
は、ＲＧＰ部１０は、概してハイブリッドコンタクトレンズ１００の中心に配置でき、柔
軟部３０は、ＲＧＰ部１０から外向きに拡がることができ、ハイブリッドコンタクトレン



(6) JP 2017-504840 A 2017.2.9

10

20

30

40

50

ズ１００の外側縁３４を定めることができる。柔軟部３０は、柔軟部がハイブリッドコン
タクトレンズ１００の後面３２とベースカーブとを定めるように、ＲＧＰ部１０の後面１
２全体にわたって拡がり得る。柔軟部３０は、任意で、親水性であってもよい。
【００１５】
　ハイブリッドコンタクトレンズ１００は、ＲＧＰ部１０と柔軟部３０との間に定められ
ている接合部５０を有し得る。接合部５０の形状におけるさらなる詳細は、特許文献１、
特許文献２、特許文献３、および特許文献４に見いだすことができ、これら特許は、それ
らの全体において、本明細書において参照により組み込まれており、本明細書の一部と考
慮されるべきである。
【００１６】
　ＲＧＰ部１０は、参照により組み込まれている特許文献１、特許文献２、特許文献３、
および特許文献４に開示されているものなど、適切な接触材料から作られ得る。一実施形
態では、ＲＧＰ部１０は、Ｐｅｔｒａｆｏｃｏｎ　Ａ材料から作られ得る。柔軟部３０は
、シリコンヒドロゲル材料、ならびに／または、参照により組み込まれている特許文献１
、特許文献２、特許文献３、および特許文献４に開示されているものなど、適切なコンタ
クトレンズ材料から作られ得る。一実施形態では、柔軟部３０は、ＨＥＭ－ｌａｒａｆｉ
ｌｃｏｎ　Ａ材料から作られ得る。
【００１７】
　一実施形態では、ＲＧＰ部１０は、３０～２５０バーラーの間など、３０バーラー超（
つまり、３０×１０－１１（ｃｍ２／ｓｅｃ）（ｍＬ　Ｏ２）／（ｍＬ　×　ｍｍＨｇ）
超）のガス透過Ｄｋ値を有してもよい。別の実施形態では、ＲＧＰ部１０は、１００～１
５０バーラーの間など、１００バーラー超のガス透過Ｄｋ値を有してもよい。なおも別の
実施形態では、ＲＧＰ部１０は、約１３０バーラーのガス透過Ｄｋ値を有し得る。
【００１８】
　一実施形態では、柔軟部３０は、３０バーラー超（つまり、３０×１０－１１（ｃｍ２

／ｓｅｃ）（ｍＬ　Ｏ２）／（ｍＬ　×　ｍｍＨｇ）超）のガス透過Ｄｋ値を有してもよ
い。別の実施形態では、柔軟部３０は、５０～１００バーラーの間など、５０バーラー超
のガス透過Ｄｋ値を有してもよい。なおも別の実施形態では、柔軟部３０は、約８０バー
ラーのガス透過Ｄｋ値を有し得る。
【００１９】
　一実施形態では、柔軟部３０は、ＲＧＰ部１０の後面１２に隣接する厚さＴ１の区域３
１を定めており、そのため、前記厚さＴ１は、ＲＧＰ部１０の後部を拡げる柔軟部３０の
区域を定めている。一実施形態では、厚さＴ１は、５０～１００ミクロンなど、約１０～
３５０ミクロンの間であり得る。他の実施形態では、厚さＴ１は、約５０ミクロンなど、
５０～７５ミクロンの間であり得る。しかしながら、他の実施形態では、厚さＴ１は５０
ミクロン未満であり得る。ハイブリッドコンタクトレンズ１００は、約２５ミクロンから
約５００ミクロンの間の厚さを持つＲＧＰ部１０と、約２５ミクロンから約５００ミクロ
ンの間の厚さを持つ柔軟部とを有することができ、そのため、ハイブリッドコンタクトレ
ンズ１００は、約３００ミクロンなど、約５０ミクロンから約１０００ミクロンの間の全
体の厚さＴ２を有することができる。他の実施形態では、ハイブリッドコンタクトレンズ
１００は、約３５０ミクロンの全体の厚さＴ２を有してもよい。ＲＧＰ部１０は、全体の
厚さＴ２からＲＧＰ部１０の後面１２に隣接する柔軟部３０の厚さＴ１を引いたものと等
しい厚さを有し得る。
【００２０】
（実施例）
　以下の実施例では、ハイブリッドコンタクトレンズ１００の様々なサンプルが、本明細
書に記載した方法を用いて作られている。実施例は、レンズ設計についての所望のベース
カーブと屈折力とを得る上で、ＲＧＰ部１０および柔軟部３０について異なる厚さを各々
が有するこのようなレンズの性能を、浮き彫りにしている。これらの実施例は、例示の目
的のために詳述されており、本発明の実施形態を限定するように解釈されるべきではない
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。
【００２１】
【表１】

【００２２】
　上記した試験を通じて、出願者は、ＲＧＰ部１０の厚さとＲＧＰ部１０の後面１２に隣
接する柔軟部の厚さＴ１との比が重要な変数であることを見いだした。出願者は、所望の
レンズ設計パラメータを得るために、ＲＧＰ部１０の厚さとＲＧＰ部１０の後面１２に隣
接する柔軟部の厚さＴ１との比が、少なくとも２対１（３対１、４対１、５対１、６対１
など）である必要があることをさらに見いだした。
【００２３】
　一部の実施形態では、ハイブリッドコンタクトレンズ１００は、ＲＧＰ部１０と柔軟部
３０との間に封入される光学的、非光学的、または医学的なデバイスを任意で含んでもよ
い。図１Ａに示しているように、デバイス２０は、ＲＧＰ部１０の後面１２と、後面１２
にわたって拡がる柔軟部３０の区域３１との間に介在または封入され得る。図１Ａはレン
ズ１００の断面図のみを示しているが、当業者は、レンズ１００が上方から見られるとき
、ＲＧＰ部１０と柔軟部３０とが、デバイス２０と共に、実質的に円形の輪郭を有するこ
とができるように、図１Ａに示した特徴がレンズ１００の軸の周りに拡がると認識するも
のである。つまり、図１Ａは断面を示しているだけであるが、当業者は、前記断面図が、
その軸の周りに３６０度回転されるとき、レンズ１００全体を定めると認識するものであ
る。さらに、当業者は、図１Ａに示したハイブリッドコンタクトレンズ１００が、以下に
説明するのと同じ工程を用いて製造でき、ＲＧＰ部１０の後面１２と柔軟部３０の区域３
１との間にデバイス２０を組み込むステップを加えるだけであることを認識するものであ
る。
【００２４】
　一実施形態では、デバイス２０は、レンズまたはフィルタなどの光学的デバイスであり
得る。他の実施形態では、デバイス２０は、カラーコンタクトレンズを提供する着色要素
など、非光学的なデバイスとすることができ、着色要素は、色彩効果を提供するためにコ
ンタクトレンズ１００の表面を塗装する必要性を有利に回避し、そのため、目へのインク
の付着の可能性を抑制する。他の実施形態では、デバイス２０は、使用者の１つまたは複
数の健康上のパラメータを測定または検出／監視するための医療デバイスであり得る。例
えば、一実施形態では、センサは圧力センサであり得る。他の実施形態では、センサは、
使用者の目における涙液の品質を感知できる。
【００２５】
　一実施形態では、ＲＧＰ部１０の後面１２は、一元的な光学領域（例えば、一元的な屈
折力を有する）を定めることができる。他の実施形態では、ＲＧＰ部１０の後面１２は、
複数の屈折力を有する複数の光学領域（例えば、２つの屈折力を有する二元的な光学領域
）を定めることができる。ＲＧＰ部１０が一元的な光学領域を定める実施形態では、ＲＧ
Ｐ部１０の後面１２のベースカーブと、柔軟部３０の後面３２のベースカーブとは、実質
的に同じである（例えば、同一である）。ＲＧＰ部１０が複数の光学領域を定める実施形
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態では、ＲＧＰ部１０の後面１２のベースカーブと、柔軟部３０の後面３２のベースカー
ブとは、異なり得る。ハイブリッドコンタクトレンズにおける多焦点領域のさらなる詳述
は特許文献５で見いだすことができ、この特許は、その全体において、参照により組み込
まれており、本明細書の一部と考慮されるべきである。
【００２６】
　図２～図５は、ハイブリッドコンタクトレンズ１００を作るための製造工程の一実施形
態におけるいくつかのステップを示している。図示した実施形態では、製造工程は鋳造法
であり得る。図２に示したように、ＲＧＰボタン２００が、空洞３３０を定めるカップ本
体３１０を有するカップ３００に取り付けられ得る。ＲＧＰボタン２００は、接着剤でカ
ップ３００に取り付けられ得る。ＲＧＰカップ２００は、ハイブリッドコンタクトレンズ
１００の接合部５０の一部を形成することになる結合面５２を定めることができる。図示
した実施形態では、空洞３３０は空である。図２はカップ３００の断面を示しているが、
当業者は、前記断面図が、その軸の周りに３６０度回転されるとき、カップ３００全体を
定めると認識するものである。
【００２７】
　図３を参照すると、後面またはベースカーブ１２は、ＲＧＰボタン２００において機械
加工され得る。例えば、旋盤が後面またはベースカーブ１２をＲＧＰボタン２００へと機
械加工するために用いられ得る。図示した実施形態では、空洞３３０は空である。前述の
ように、一実施形態では、ＲＧＰボタン２００におけるベースカーブ１２の前記機械加工
は、一元的なレンズシステムを提供するために、一元的な光学領域を定め得る。別の実施
形態では、ＲＧＰボタン２００におけるベースカーブ１２の前記機械加工は、複数のレン
ズシステム（例えば、二元的なレンズシステム）を提供するために、複数の光学領域（例
えば、二元的な領域）を定めることができる。図３はカップ３００およびＲＧＰボタン２
００の断面を示しているが、当業者は、前記断面図が、その軸の周りに３６０度回転され
るとき、カップ３００およびＲＧＰボタン２００の全体を定めると認識するものである。
【００２８】
　任意で、化学物質（参照により組み込まれている特許文献１特許文献２、特許文献３、
および特許文献４に記載されているものなど）が、ベースカーブ１２および結合面５２を
含むＲＧＰボタンに接するように、空洞３００へと導入されてもよい。一実施形態では、
化学物質は、後に導入される（図４に示しているような）柔軟材料４００との結合のため
のボタン２００のＲＧＰ材料の準備を容易にすることができる。一実施形態では、化学物
質は、所定の時間の期間にわたって空洞３３０に残されてから除去されてもよい。一実施
形態では、化学物質が空洞３３０により長く留まると、化学物質はＲＧＰボタン２００の
表面を通じてより多く浸透する。一実施形態では、時間の期間は約２分間であり得る。別
の実施形態では、所定の時間の期間は約１分間であり得る。なおも別の実施形態では、所
定の時間の期間は１分間未満であり得る。なおも別の実施形態では、ＲＧＰボタン２００
を処理するために化学物質を空洞３３０へと導入するステップは、除外されてもよい。
【００２９】
　図４を参照すると、柔軟材料４００は、空洞３００を任意で充填し、ＲＧＰボタン２０
０におけるベースカーブ１２と隣接する結合面５２によって定められる空間へと拡がるよ
うに、空洞３３０へと導入される。柔軟材料４００は、それ自体を凝固させるために成型
される。図４はカップ３００およびＲＧＰボタン２００の断面を示しているが、当業者は
、前記断面図が、その軸の周りに３６０度回転されるとき、カップ３００およびＲＧＰボ
タン２００の全体を定めると認識するものである。
【００３０】
　図５を参照すると、成型された柔軟材料４００が、ハイブリッドコンタクトレンズ１０
０の柔軟部３０の後面またはベースカーブ３２（および、外側境界３４）を定めるために
機械加工されている。一実施形態では、旋盤が柔軟材料４００における後面またはベース
カーブ３２を機械加工するために用いられ得る。図５はカップ３００およびＲＧＰボタン
２００の断面を示しているが、当業者は、前記断面図が、その軸の周りに３６０度回転さ
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れるとき、カップ３００およびＲＧＰボタン２００の全体と、ベースカーブ３２と、外側
境界３４とを定めると認識するものである。
【００３１】
　ベースカーブ３２が機械加工されると、ＲＧＰボタン２００および柔軟材料４００の前
または後のカーブは、最終的なハイブリッドコンタクトレンズ１００を製作するために、
本技術において知られている工程を用いて、機械加工できる。
【００３２】
　本発明の特定の実施形態を記載してきたが、これらの実施形態は、単なる例として提起
されており、開示の範囲を限定するように意図されていない。実際、本明細書に記載した
新規の方法およびシステムは、様々な他の形態で具現化されてもよい。さらには、本明細
書に記載したシステムおよび方法における様々な省略、代用、および変更が、本開示の精
神から逸脱することなく行われてもよい。添付の請求項およびそれらの等価は、本開示の
範囲および精神の中に入るこのような形態および改良を網羅するように意図されている。
したがって、本発明の範囲は、添付した請求項の参照のみによって定められる。
【００３３】
　特定の態様、実施形態、または例との組み合わせで記載した特徴、材料、特性、または
群は、不適合でなければ、本明細書におけるこの節またはいずれかにおいて記載した任意
の他の態様、実施形態、または例に適用可能であると理解されるものである。本明細書に
開示した特徴のすべて（あらゆる添付の請求項、要約、および図面を含む）、および／ま
たは、このように開示したあらゆる方法または工程のステップのすべては、このような特
徴および／またはステップの少なくとも一部が相互に排他的である組み合わせを除いて、
任意の組み合わせで組み合わされ得る。保護は、任意の前述の実施形態の詳細に制限され
ていない。保護は、本明細書で開示した特徴（あらゆる添付の請求項、要約、および図面
を含む）のうちの任意の新規のもの、または、任意の新規の組み合わせ、または、任意の
このように開示した方法または工程のステップのうちの任意の新規のもの、または、任意
の新規の組み合わせまで及ぶ。
【００３４】
　さらに、別々の実施に関連して本開示に記載されている特定の特徴は、単一の実施での
組み合わせで実施されてもよい。逆に言えば、単一の実施に関連して記載されている様々
な特徴は、複数の実施において別々に、または、任意の適切な下位の組み合わせで実施さ
れてもよい。さらに、特徴が特定の組み合わせで作用するとして先に記載され得るが、主
張した組み合わせからの１つまたは複数の特徴が、一部の場合で、組み合わせから実行さ
れてもよく、組み合わせは、下位の組み合わせ、または、下位の組み合わせの変形として
主張されてもよい。
【００３５】
　さらに、操作が、特定の順番で、図面に描写され得る、または、明細書に記載され得る
が、このような操作は、所望の結果を得るために、示した特定の順番で、連続した順番で
、または、すべての操作が実施されるとして、実施される必要はない。描写または記載さ
れていない他の操作が、例の方法および工程に組み込まれてもよい。例えば、１つまたは
複数の追加の操作が、記載した操作のうちのいずれかの前、後、同時、または最中に実施
されてもよい。さらに、操作が、他の実施で再び配置または再び順番付けされてもよい。
当業者は、一部の実施形態において、図示および／または開示した工程において用いられ
る実際のステップが、図に示したものと異なってもよいことを理解するであろう。実施形
態に依存して、前述したステップのいくつかが除かれてもよく、他のステップが加えられ
てもよい。さらに、前述した特定の実施形態の特徴および属性が、追加の実施形態を形成
するために、異なる方法で組み合わされてもよく、そのすべては本開示の範囲に該当する
。また、前述した実施における様々なシステム構成部品の分離は、すべての実施における
このような分離を必要とするとして理解されるべきではなく、所望の構成部品およびシス
テムが概して単一の製品で一体に統合されてもよく、または、複数の製品へとまとめられ
てもよいと理解されるべきである。
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【００３６】
　本開示の目的のために、特定の態様、利点、および新規の特徴を本明細書に記載してい
る。このような利点のすべてが、必ずしも任意の特定の実施形態に従って得られるわけで
はない。したがって、例えば、当業者は、本明細書で教示または提案され得るような他の
利点を必ずしも得ることなく、本明細書で教示されるようなある利点または利点の組み合
わせを得る手法で、開示が具現化または実行され得ることを認識するものである。
【００３７】
　「できる」、「得る」、「かもしれない」、「してもよい」、などの条件次第の言葉は
、明確に述べられていない場合、または、用いられる文脈内で理解されない場合、概して
、他の実施形態は含まないが、特定の実施形態が、特定の特徴、要素、および／またはス
テップを含むことを意味することを意図する。したがって、このような条件次第の言葉は
、特徴、要素、および／またはステップが、１つまたは複数の実施形態に必要とされる任
意の方法であることと、１つまたは複数の実施形態が、これらの特徴、要素、および／ま
たはステップが、使用者の入力または催促があるとき、または、ないときに、任意の特定
の実施形態に含まれるのか、または、実施されるのかを、決定するための論理を必ず含む
こととを意味するように概して意図されていない。
【００３８】
　「Ｘ、Ｙ、およびＺのうちの少なくとも１つ」の文言などの接続の言葉は、明確に述べ
られていない場合、項目や用語などが、Ｘ、Ｙ、またはＺのいずれかであり得ることを伝
えるために概して用いられている文脈で理解される。したがって、このような接続の言葉
は、特定の実施形態がＸの少なくとも１つ、Ｙの少なくとも１つ、およびＺの少なくとも
１つの存在を必要とすることを意味するように、概して意図されていない。
【００３９】
　本明細書で用いられているような「おおよそ」、「約」、「概して」、および「実質的
に」の用語など、本明細書で用いられている度合いの言葉は、述べた値、量、または特性
に近く、所望の機能をなおも実施する、または、所望の結果をなおも得る値、量、または
特性を表している。例えば、「おおよそ」、「約」、「概して」、および「実質的に」の
用語は、述べた量の１０％未満内、５％未満内、１％未満内、０．１％未満内、および０
．０１％未満内である量に言及している可能性がある。特定の実施形態における別の例と
して、「概して平行」および「実質的に平行」という用語は、１５度、１０度、５度、３
度、１度、０．１度、または他の角度以下で、正確な平行から逸脱する値、量、または特
性に言及している。
【００４０】
　本開示の範囲は、この分野における、または、本明細書におけるいずれかにおける好ま
しい実施形態の特定の開示によって限定されるように意図されておらず、この分野で、ま
たは、本明細書におけるいずれかで提示されているような、または、将来において提示さ
れるような請求項によって、定められてもよい。請求項の言葉は、請求項で採用されてい
る言葉に基づいて幅広く解釈されるものであり、本明細書または出願の経過の間に記載さ
れる例に限定されず、これらの例は、非限定的として解釈されるものである。
【符号の説明】
【００４１】
　　１０　剛体ガス浸透性（ＲＧＰ）部
　　１２　後面、ベースカーブ
　　２０　デバイス
　　３０　柔軟部
　　３１　区域
　　３２　後面、ベースカーブ
　　３４　外側縁、外側境界
　　５０　接合部
　　５２　結合面
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　　１００　ハイブリッドコンタクトレンズ
　　２００　ＲＧＰボタン、ＲＧＰカップ
　　３００　カップ
　　３１０　カップ本体
　　３３０　空洞
　　４００　柔軟材料
　　Ｔ１　厚さ
　　Ｔ２　全体の厚さ

【図１】 【図１Ａ】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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